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皆様、改めまして、平成29年度から九州支部長

を仰せつかりました、九州大学・農学研究院の堤祐

司です。これから2年間、九州支部の発展のために

努力いたしますので、よろしくお願いいたします。

さて、去 る平成29年3月17日〜19日に、第

67回日本木材学会大会 （福岡大会）が九大・箱崎

キャンパスとアクロス福岡で開催され、盛況のうち

に終了することができました。支部会員の皆様に、

大会概要をご報告いたします。まず、参加者集1,005

名と、ここ数年では最も多く、久々に1,000名を突破

いたしました。口頭発表者数278、ポスター発表者

数362と、たくさんのご発表も頂きました。

また、今回の福岡大会では様々な新しい企画を試

みました。第一は優秀学生口頭発表賞の試行です。

ポスター発表賞は以前から設置されておりました。

その結果、たくさんの優秀な学生諸君がポスター賞

の獲得を目指してポスターで発表するため、ポス

ター発表数の増加と口頭発表数の減少が起こってお

りました。しかしながら、口頭発表の経験は教育的

にも重要であると考え、福岡大会独自に口頭発表賞

を設置し、優秀な発表を表彰しました。この試みは、

学会理事の方々の賛同を得ることができましたので、

今後も続くと信じております。また、学生の就職活

動の一助になればとの考えから、大会初日の昼休み

を利用して、企業ランチセミナーを行いました。参

加資格は学生で、参加者には企業と大会本部からお

弁当が無料で配布されました。昼食の時間を利用し

て、参加企業が10分程で自社PRを行い、学生に

興味を持ってもらう企画です。初企画であったため、

周知も十分でなく、参加企業は5社と少なかったの

ですが、140～50人ほどの学生が集まってくれま

した。企業ランチセミナーの趣旨にご賛同いただき

ご参加いただいた企業様にはこの場を借りてお礼申

し上げます。福岡大会は新企画も含め、成功裏に終

わったと自画自賛しておりますが、この大会を支え

て下さったのは、過去最大数 （78件）の要旨集広告

であり、広告集めにご尽力頂いた九州支部各県の実

行委員の皆様とご協力頂いた九州圏内の各企業の皆

様に、心より感謝申し上げます。

日本木材学会九州支部は、九州・沖縄地区の 「木

材をはじめとする林産物に関する学術および科学技

術、産業の振興を図る」ことを目的としております。

この目的を達成するには、これまで以上に産官学連

携を強化していく必要を感じております。九州・沖

縄各県には、それぞれ固有の特長と問題点を持って

おります。現在、各県単位で産官学が連携しながら

特長のさらなる発展、また問題の解決に鋭意取り組

んでおられることと思いますが、この枠組みを拡大

し、九州全域で協力・取り組めるような枠組み作り

のお手伝いをするのが、九州支部の重要な役割だと

考えております。また、木科学情報19巻3号(2012

年10月発行)に書かせていただきました 「博士号取

得のススメ（社会人ドクター編）」のように、公設試

験場や企業で研究・開発に携わっておられる支部会

員の方々は、博士号学位の取得にチャレンジしてい

ただき、人的交流や情報網の強化にも大いに役立て

ていただきたいと望んでおります。九州支部は木材

学会にある4つの支部の中で唯一機関誌を発行して

いる、アクティビティの高い支部です。支部会員の

皆様が、今まで以上に大きな枠組みの協力関係を構

築することができると信じています。

主たる支部活動である、支部大会と研鑚プログラ

ムの開催は、支部会員の皆様の本業とは別に、いわ

ゆるボランティア的な活動で支えられております。

そのため、日々、日常業務が多忙・煩雑となる中で、

支部活動に掛かるご負担を軽減するために何ができ

るかを考えていきたいと思っております。先ず、支

部大会の発表申し込み、参加登録、要旨投稿手続き

を、支部HP上でのウェブ登録を可能にしたいと考

えています。木材学会本大会と同様に、発表者デー

タ、参加者データをweb上で登録、csvデータとして

一括取り込めれば、支部大会主催者様のご負担はか

なり軽減できるのではないかと思います。昨今、大

部分の情報がウェブを介してやりとりされる時代、

「機能性」に欠ける現在の支部HPを充実し、「便利」

で 「使い易く」、時々訪れてみたくなるようなHPに

変えたいと考えています。支部会員の皆様に少しで

もお役に立てればと考えておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

（つつみ ゆうじ：九州大学大学院農学研究院）

第67回日本木材学会大会（福岡大会）の

お礼と九州支部長就任のご挨拶

堤 祐司

巻頭言
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今年の木材学会九州支部大会は、平成29年9月7

日～8日に福岡大学で開催されます。3月には九州

大学で本大会が開催されたばかりではありますが、

多くのみなさまにご参加いただけますよう、準備を

進めております。

福岡大学での開催は平成22年以来の7年ぶりとな

ります。今回の会場は、7年目にはなかった平成24

年竣工の中央図書館1階にある多目的ホールを使用

します。口頭発表会場とポスター発表会場を同部屋

とし、回遊性の高いレイアウトとなればと考えてい

ます。

今回の大会から、新たに2つのシステムを取り入

れます。ひとつは、発表・参加申し込みのネット化

です。これまでは申し込み用紙に記入しメール添付

またはFAXで、要旨原稿はメール添付または郵送で

お送りいただいていましたが、これらが全てwebブ

ラウザ上で可能になります。申し込みは7月中旬以

降に支部のホームページから可能になります。ご不

便をおかけすることもあるかもしれませんが、どう

ぞご協力ください。

また参加費に非会員価格を設定します。支部大会

は、学会の会員サービスの一環として開催されるも

のです。非会員で参加をご検討いただいておられる

方は、これを機会に木材学会への入会をご検討いた

だきたく存じます。

詳細は開催案内をご参照ください。発表の申し込

みは8月4日までとなっておりますので、奮ってご

応募をお願いいたします。また参加申し込みは8月

末まで可能ですが、8月4日までは早期申し込み価格

を設定させていただいていますので、早めの参加登

録をお願いいたします。

さて、初日には公開講演会が開催されますが、運

営委員長を私、渡辺が仰せつかったご縁から、土木

用材・外構材への木材利用をテーマとさせていただ

くことにいたしました。

2010年の利用促進法制定以来、建築分野における

木材利用には復権の兆しが見え、木材自給率もV字

回復の途上にあります。ところが、公共土木の分野

においてはその気配すら感じ取ることはできません。

この理由に、耐久性に対する根強い不信感が挙げら

れます。

かつては建設材料の主流であった木材が高度成長

期に鋼材やコンクリートに取って代わられた直接的

背景は資源と調達の課題にありました。が、結果的

に泣き所であった耐久性が大きく改善されました。

それゆえの耐久性に関するネガティブイメージは相

当に深いものがあります。また、近年の外構材の事

例においても、カタログ値の耐用年数が求められる

一方でメンテナンスされることは少なく、汚名返上

どころではない例も少なくありません。これらはひ

とえに木材への無理解によるものですが、この壁を

越えなければ未来志向の外構材利用はできません。

以上のことから公開講演会のタイトルは 「土木分

野への木材利用に関する最新事情」といたします。

（株）九州構造設計専務取締役の宮副一之氏からは

「地盤改良工法への木材の活用」、福岡県農林水産部

林業振興課参事の古賀央氏からは 「福岡県における

外構材等への木材利用に関する取り組み」をテーマ

にご講演をいただきます。あわせて、前向きな討論

の場となればと考えています。公開講演会は会員以

外の方も無料でご参加いただけますので、より多く

のみなさまのご来場をお待ちしております。

（わたなべひろし：福岡大学工学部）

第24回木材学会九州支部大会（福岡）の

ご案内

渡辺 浩

執行部便り
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1.はじめに

平成29年5月末に、林野庁のHPで平成28年度森

林・林業白書1）が公開された。この中で、林業の成長

産業化に向けた取組が強調されている。林業の新たな

技術の導入として、「低密度での植栽と優良品種の開

発」が示されるとともに、「国産材の利用が低位の部材

の利用拡大に向けた技術」の重要性が述べられている1）。

すなわち、低植栽密度はコスト削減および肥大成長促

進に貢献し、優良品種の開発は短伐期林業が可能とな

る。しかし、肥大成長の促進は力学性能への負の影響

をもたらす可能性があり、日本の主要造林樹種である

スギにおける力学性能への肥大成長の影響は、海外の

主要造林樹種であるマツ属に比べ、大きく異なるかも

しれない。上述の国産材利用が低位な用途とは、非住

宅部材や横架材など、より高い力学性能を求められる

用途である。したがって、スギの木部形成についてそ

の特徴を理解することは、林業の成長産業化に向けて

重要であると考える。筆者は、すでに「スギとヒノキの

材質変動のしくみを考える材質向上を目指して」と題

する総説2）を報告した。その後、スギの木部形成につ

いて新たな研究成果を2報3,4）にまとめている。ここで

は、最新の報告を中心に、スギの特徴を理解するため

の情報を提供したい。

2.植栽密度の影響

植栽密度の違いがスギ木部形成にどのような影響を

もたらすのか詳細な研究は少ない。そこで、表1に示

すスギ品種トサアカの円形密度試験地 （宮崎県北郷町

国有林）の試験木を用いて、木部形成への植栽密度の影

響を調べた。クローンで構成されるこの試験地は遺伝

要因の変動が小さく、1つの試験地内で植栽密度を変

化させているため（Nelderplot5））、植栽密度の影響を精

度よく検討できる理想的な試験地である。

表1から密植から疎植になるにつれて、胸高直径が

大きくなるとともに、枝下高および形状比が小さくな

ることがわかる。

図1に示すように、スギの細胞分裂は木部形成開始

から6月まで、すなわち早材形成時期にほとんどの細

胞がつくられ、有意差は認められなかったものの、植

栽密度の影響は早材形成時期の細胞分裂により顕著に

認められる。細胞壁率のデータから、植栽密度は早・晩

材形成の移行には関与しないようである。

スギの木部形成と植物ホルモンについて

－林業の成長産業化に向けてスギを理解する－

雉子谷 佳男

総説・主張

図1 木部形成の季節変動
縦棒の異なる小文字は密度区分間の有意差（p <0.05）を示す。
エラーバーは標準偏差。

表1試験木の初期植栽密度と成長指標（スギ品種トサアカ）
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図2に示すように、6月のオーキシン量は植栽密度

区分によって有意差が認められ、疎植で多く、密植で

少ないことがわかる。8月と10月では有意差は認めら

れなかった。

表2に示すように、早い時期のオーキシン量ほど、

成長指標との関係性が高く、樹冠長および枝下高とそ

れぞれ正および負の有意な相関関係が認められた。こ

れは筆者らの既報の結果と一致する。また、形状比と

の間にも有意な負の相関関係が認められた。形状比が

力学性能と密接な関係にあることを報告しており6）、

オーキシンは情報伝達物質としてこの関係を仲介する

のかもしれない。しかし、これらの関係は季節が推移

した晩期では関係性が小さくなった。図3に示すよう

に、オーキシン量と形成された仮道管数との間には高

い正の相関関係が認められた。しかし、この関係性は、

木部形成の早い時期で顕著であり、季節が推移するに

つれて関係性は小さくなることがわかった。また、

データは示していないものの、仮道管断面形状を示す

指標とオーキシン量との間には有意な相関関係が認め

られず、早・晩材形成の移行に伴う仮道管断面形状の

変化にオーキシン量は関与しないことが示唆された。

ジベレリン量では成長指標および木部形成との因果関

係が見出せなかった。

これらの結果から、スギ木部形成への植栽密度の影

響について考察する。まず、スギの樹種特性として、

晩材率が小さく年輪のほとんどを早材が占めるため、

植栽密度などの生育環境の変化によって肥大成長が促

進された場合、その影響は晩材形成ではなく、早材形

成に顕著に見られる （図1）。植栽密度が小さくなると、

樹形が変化し、とくに樹冠長が大きく枝下高が小さく

なる （表1）。オーキシンは樹冠で合成され、樹幹下向

きに移動する。オーキシンの極性輸送の際に、細胞内

に取り込まれたオーキシンは、関連遺伝子の発現プロ

セスで代謝される7）。したがって、植栽密度が小さく

なると樹冠が増えてオーキシンの合成量が多くなると

ともに、枝下高が小さいと移動距離が短いため代謝さ

れる割合が減少する （表2）。このように疎植では形成

層へ供給されるオーキシン量が増加し、その結果、細

胞分裂が促進され、仮道管数が増加する （図3）。しか

し、これら一連の関係は、早材形成に顕著であり、晩

材形成時期では相関関係が小さくなる （表2および図

3）。したがって、植栽密度の影響は年輪全体ではなく、

主に早材形成中の細胞分裂頻度に見られると考える。

なお、疎植の試験木では10月−12月においても細胞

分裂が認められ、12月の形成層中のオーキシン量が有

図2 オーキシン（IAA）とジベレリン（GA4）量の季節変動
縦棒の異なる小文字は密度区分間の有意差（p <0.05）を示す。
エラーバーは標準偏差。

表2成長指標と植物ホルモン量との相関関係

図3植物ホルモン量と仮道管数との関係
C:各季節の植物ホルモン量と仮道管数との相関関係、γ相関関係、
**p <0.01、*p <0.05
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意に少なかった （図1、2）。交雑ポプラでは、短日条

件によってオーキシンへの形成層の感受性が低下する

ことが報告されている8）。密植に比べて疎植では見か

けの日長時間が長くなり、オーキシンへの感受性が高

まり関連遺伝子の発現のため、オーキシンが代謝され

たのかもしれない。疎植では木部形成期間がやや長く

なると考えられるが、晩材形成時期の細胞分裂頻度は

小さく、木材材質への影響は小さいと考える。

3.早・晩材形成と植物ホルモン

一般的に木材密度の大きな針葉樹は晩材率が高い。

晩材率の高いスラッシュパイン （Pinuselliottii）とス

ギおよびヒノキの木部形成を比較したところ、スギで

は細胞分裂のピークが早材形成時期のみであり、ス

ラッシュパインでは早材形成時期と晩材形成時期の両

方にピークがあることがわかった9）。早・晩材形成の

移行について、既往の研究ではオーキシン量の低下が

関与するとされてきた10）。しかし、前節のとおり、早・

晩材形成の移行にオーキシン量は関与しないことがわ

かった。そこで、早・晩材形成の移行に関与する植物

ホルモンを見出すことを目的に、表3に示す3種類の

植物ホルモンおよびその混合物を晩材形成中の成熟期

のスギ樹幹に投与した。表3に示すように、6月から

7月に形成された対照部の細胞壁率は70～80%であり

晩材が形成されていることがわかる。3種類の植物ホ

ルモンおよびその混合物投与の中で、有意に細胞壁率

が小さかった処理は、ゼアチン （主要な内生サイトカ

イニン）およびゼアチン・ジベレリン混合物のみであっ

た。これらの処理で形成された木部の細胞壁率は

50％以下であり、早材形成が誘導されたと考えられる。

興味深いことに、オーキシンとゼアチンの混合物は、

晩材を形成していることから、ゼアチンによる早材形

成誘導をオーキシンは阻害することがわかった。また、

ゼアチン投与によって形成された木部のミクロフィブ

リル傾角は対照部のそれよりも有意に大きく、早材仮

道管の特徴を備えていた。図4に示すように、ゼアチ

ンによる早材形成誘導は、8月および9月においても認

められたものの、10月および11月では認められな

かった。

これらの結果からスギの早・晩材形成について考察

する。水不足によって晩材形成が誘導されることがス

ギ苗木で報告された11）。モデル植物では、サイトカイ

ニンは根で合成され、その合成の促進は土壌中の水分

や無機栄養と密接な関係にあるとされている12）。した

がって、スギの木部形成は土壌水分や無機栄養が豊富

にある環境では、根でサイトカイニンの合成が促進さ

れ、光合成に必要な水と無機栄養を効率的に輸送でき

る早材仮道管が分化すると考える。

表3 植物ホルモン投与が仮道管分化におよぼす影響
（6月−7月）

図4 ゼアチン（サイトカイニン）投与が仮道管断面形状に
およぼす影響

矢印は投与開始時の年輪内の位置を示す
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4.おわりに

林業の成長産業化において成長速さ増大は重要な技

術である。しかし、今回得られたスギの特徴から、成

長速さは早材形成に偏って見られると予測される。晩

材仮道管に比べて、早材仮道管は細胞壁が薄く内こう

径が大きいだけでなく、ミクロフィブリル傾角が大き

い。スギでは晩材ミクロフィブリル傾角が年輪番号と

ともに小さくなる （成熟材・未成熟材）ものの、早材

ミクロフィブリル傾角は年輪番号にともなって晩材ほ

ど小さくならない13）。すなわち、成長速さ増大は小さ

な木材密度と大きなミクロフィブリル傾角をもつ木部

の形成を誘導する。これら2つの材質指標によってほ

ぼ木材の力学性能が決まるため、より高い力学性能を

求められる 「国産材利用が低位な用途」には対応でき

ないと言わざるを得ない。筆者らは、サイトカイニン

を含む多数の植物ホルモンを凍結切片単位で同時に分

析する技術を確立し、形成層周辺組織での各種植物ホ

ルモンの局在を知ることができる。今後、これらの技

術を用いた基礎研究によって、スギで成長速さと高い

力学性能の両立が可能な技術開発に貢献したい。また、

今後導入が期待されるセンダンやチャンチンモドキな

どの早生樹種の広葉樹1）の木部形成についても知見を

蓄積したい。
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1.はじめに

オリーブ （OleaeuropaeaL.）の原産地である地

中海地方では紀元前からオリーブオイルが生産され、

食品としてはもちろん、創傷治癒や皮膚老化防止の

薬としても使われてきた1)。日本におけるオリーブ

の栽培は100年ほど前に小豆島で始まった。小豆島

の人々は日焼け止めの代わりにオリーブオイルを肌

に塗ると聞き、私はオリーブの皮膚へ与える影響に

興味を持った。5年ほど前、神戸大学農学部時代に

卒業旅行で初めて小豆島へ訪れた時、オリーブの樹

が島の至る所で見られ、誰もがオリーブオイル万能

説を熱く語っていた。調べてみると、オリーブオイ

ルの日焼け止め効果はマウスを使った研究で実証さ

れていた2)。紫外線照射後に皮膚に塗ると効果的が

得られるが、その有効成分は推測の域に留まってい

た。オリーブオイルというのは、他の植物油と違い

種子ではなく果肉に蓄積されているオイルで、油脂

より高極性の果実抽出成分も微量に含んでいる。も

ちろんオレイン酸などの不飽和脂肪酸の割合の高さ

も特徴ではあるが、オリーブオイルに独特の苦味を

付与する成分としてオレウロペインなどのポリフェ

ノールが見つかり、日焼け止め効果などの効能にも

寄与していると考えられている3)。つまり、オリー

ブオイルの有効成分として油脂以外の微量の果実抽

出成分が期待されている。

オリーブの果実は核果であり、果実を種子ごと粉

砕してオリーブオイルが搾油される。収率は高くて

20%程度であり、残る80%は搾油しきれなかった油

脂、果汁、繊維などを含むオリーブオイル搾油残渣

（OMW）である。オリーブオイルの世界生産量300

万トンの9割以上を生産する地中海地方では4)、毎

年の搾油期に大量に排出されるOMWの処理が問題

となるという5)。実は、オリーブオイルにわずかに

溶存していると考えられていた油脂以外の果実抽出

成分は、果実蓄積量の98%はOMWに残留している

ことがわかった6)。紀元前から排出されてきたOMW

だが、オリーブオイルには微量にしか含まれない有

効成分の供給源として今後の用途開発が期待されて

いる。カリフォルニア州のオリーブ農園には、すで

にOMWからオレウロペインなどをカラムで抽出し

て産業化しているところもある。近年、日本産オリ

ーブオイルの販売を目指し国内でもオリーブ栽培農

家が増加傾向にあり、抽出成分からの機能性や機能

性成分の発見は、新たな天然物資源としてのOMW

の用途開発の一助となる。オリーブオイルでは皮膚

への効能が経験的に知られており、またOMWは苦

味が強く食用には不向きである。そこで本研究では、

OMW抽出成分の皮膚関連細胞への活性をスクリー

ニングし、活性成分を明らかにすることを目的とし

た。

2.OMWの活性スクリーニング

OMWは福岡県内のオリーブオイル搾油場にて採

集した。皮膚関連細胞に与える活性をスクリーニン

グする基準として、皮膚に存在する細胞の特徴的な

機能を3つ選択した。一つ目は、メラノサイトのメ

ラニン産生の機能である。皮膚を暗色化するメラニ

ンは光刺激から皮膚を防御すためにメラノサイトで

産生される。しかし過剰なメラニンの皮膚への沈着

は皮膚の光老化の症状であるシミやそばかすの原因

となる。二つ目は、線維芽細胞のコラーゲン産生の

機能である。コラーゲン線維は真皮の90%を構成し

ており、皮膚に弾力性を与える。コラーゲンは真皮

に存在する線維芽細胞によって産生されるが、細胞

オリーブオイル搾油残渣に含まれる

有用成分の探索

岸川 明日香

ミニレビュー
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の老化と共にコラーゲン産生量が減少する。コラー

ゲン量が減少すると皮膚が軟弱になりシワの原因と

なる。三つ目は、アレルギーを誘導する好塩基球の

脱顆粒の機能である。好塩基球とは免疫細胞の一種

であり、アレルゲンを認識するとヒスタミンなどを

貯蔵している顆粒を放出 （脱顆粒）する。末梢血白

血球の1%という存在数の少ない好塩基球であるが、

好塩基球の放出する顆粒はアトピー性皮膚炎などの

I型アレルギーの発症や慢性化の原因であると言わ

れている。

これら3つの機能に関してモデル細胞 （それぞれ

B16メラノーマ細胞、NHDF-Ad細胞、RBL-2H3細

胞）を用いた実験系でスクリーニングを行なった。

また、比較対象のサンプルとして、果実や枝葉など

の他の部位の抽出物とオレウロペインを用いた。抽

出溶媒には、安全性が確認されている水及びエタノ

ールを用いたが、活性を示した抽出物はほとんどが

エタノール抽出物であった。OMW、果肉、種子のエ

タノール抽出物とオレウロペインの活性を図1に示

す。一つ目のメラニン生成能は、OMW、果肉、種子

の抽出物により15%程度抑制され、オレウロペイン

により40%程度抑制された。二つ目のコラーゲン産

生能は、果肉、OMW、種子の順に強く促進されたが、

オレウロペインによっては促進されなかった。しか

し三つ目の脱顆粒能は、OMWによってのみ抑制さ

れた。OMWは好塩基球の脱顆粒抑制に効果的な成

分組成を有することが示唆された7)。

3.OMW中の脱顆粒抑制成分の探索

OMWのエタノール抽出物を316g調製し、シリカ

ゲルオープンカラムクロマトグラフィーで10個の

図1 OMW、果肉、種子のエタノール抽出物及びオレ
ウロペインが3種の皮膚由来細胞の機能に与える影響。
（好塩基球（RBL-2H3）の脱顆粒の抑制はOMWのエタ
ノール抽出物に特有の活性であった。NC:ネガティブコ
ントロール、OMW：オリーブオイル搾油残渣、Ole：オ
レウロペイン、ダネットの多重比較検定*p<0.01）

図2 OMWエタノール抽出物の分画と脱顆粒を抑制した
活性画分。



23

フラクション （Fr.）に分画した （図2）。Fr.1～4は

低極性の画分で黄色から無色のオイル、Fr.5～8は

中極性の画分で黄緑色から白色の個体、Fr.9～10は

高極性の画分で褐色の粘性のある個体であった。脱

顆粒能は、中極性画分のFr.6～8により抑制され、

そのうち最も抑制率の高かったFr.6より、6個のト

リテルペンと4個のフェノール性化合物を単離した

（図3）。これらの単離化合物のうち活性成分は、

11-oxo-maslinicacid（6）とluteolin（7）であった。

Luteolin（7）や類似のフラボノイドは脱顆粒抑制活

性があることが知られており構造活性相関も明らか

になっているが8)、トリテルペン類の抗アレルギー

活性に関する知見はまだ乏しい。今回単離されたト

リテルペン化合物の構造活性相関より、maslinic

acid（1）の11位にカルボニル基が挿入されると、

細胞毒性が低くなり脱顆粒抑制活性が高まることが

示された。11-Oxo-maslinicacid（6）は新規化合物

であり、脱顆粒抑制メカニズムに興味が持たれる9)。

4.OMWから単離された抗アレルギー活性成分の

果実由来サンプル中の濃度

活性スクリーニングでは、OMWのエタノール抽出

物は好塩基球の脱顆粒抑制活性を示したが、原料で

ある果肉と種子のエタノール抽出物は活性を示さな

かった。11-Oxo-maslinicacid（6）とluteolin（7）

の抽出物中の濃度が抽出物の活性強度に寄与してい

るかどうかを検討するため、抽出物中の2成分の濃

度をLC/MSを用いて測定した。Multiplereaction

monitoring(MRM)モードを用い、ターゲットイオン

を選択的に検出し定量したところ、11-oxo-maslinic

図3 OMWのエタノール抽出物のFr.6から単離された化合物。
（［トリテルペン］maslinicacid（1）,oleanolicacid（2）,punicanolicacid（3）,2-O-acetylmaslinicacid（4）,epimaslinic
acid（5）,11-oxo-maslinicacid（6）,［フェノール性化合物］luteolin（7）,p-hydroxybenzoicacid（8）,vanillicacid（9）,p-
coumaricacid（10）。好塩基球の脱顆粒を抑制したのは、11-oxo-maslinicacid（6）とluteolin（7）だった。）
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acid（6）とluteolin（7）はOMWと果肉の抽出物に

含まれていた （表1）。オリーブオイルからは検出さ

れなかったことより、これらの成分は果肉由来の成

分でオリーブオイルには移行しにくい成分であるこ

とがわかった。11-Oxo-maslinicacid（6）とluteolin

（7）は果肉の抽出物にも含まれていたが、濃度は

OMWの抽出物よりも低く活性の域値に達しなかっ

たと考えられる。また、今回見つかった活性以外に

もOMW抽出物の活性に寄与する成分の存在は期待

される。搾油工程では、果実粉砕時に果実内在酵素

が活性化し抽出成分が分解されることが知られてい

る6)。搾油過程で生成されてOMWの活性に寄与す

る化合物の存在も考えられ、今後のOMWの機能性

成分の解明と用途開発に期待が持たれる。

参考文献

1)GhanbariR,AnwarF,AlkharfyKM,GilaniAH,Saari

N.(2012)Valuablenutrientsandfunctionalbioactives

indifferentpartsofolive(OleaeuropaeaL.)-Areview.

IntJMolSci13:3291-3340.

2)BudiyantoA,AhmedNU,WuA,BitoT,NikaidoO,

OsawaT,UedaM,IchihashiM.(2000)Protective

effectoftopically applied olive oilagainst

photocarcinogenesisfollowingUVB exposureof

mice.Carcinogenesis21:2085-2090.

3)PeruginiP,VettorM,RonaC,TroisiL,VillanovaL,

GentaI,ContiB,PavanettoF.(2008)Efficacyof

oleuropeinagainstUVB irradiation:preliminary

evaluation.IntJCosmetSci30:113-120.

4)InternationalOlive Council(2016),

http://www.internationaloliveoil.org/

5)Garcia-GonzalezDL,AparicioR.(2010)Researchin

oliveoil:challengesforthenearfuture.JAgricFood

Chem 58:12569-12577.

6)KlenTJ,VodopivecBM.(2012)Thefateofolivefruit

phenolsduringcommercialoliveoilprocessing:

Traditionalpressversuscontinuoustwo-andthree-

phasecentrifuge.FoodSciTechnol49:267-274.

7)KishikawaA,AshourA,ZhuQ,YasudaM,IshikawaH,

ShimizuK.(2015)Multiplebiologicaleffectsofolive

oilby-productssuchasleaves,stems,flowers,olive

milledwaste,fruitpulp,andseedsoftheoliveplant

onskin.PhytotherapyRes29:877-886.

8)MatsudaH,NakamuraS,YoshikawaM.(2016)

Degranulationinhibitorsfrom medicinalplantsin

antigen-stimulatedratbasophilicleukemia(RBL-

2H3)cells.ChemPharmBull64:96-103.

9)KishikawaA,AmenY,ShimizuK.(2017)Anti-allergic

triterpenes isolated from olive milled waste.

Cytotechnology69:307-315.

（きしかわあすか：九州大学大学院農学研究院）

表1 OMW、果肉、種子のエタノール抽出物中の脱顆粒
抑制成分の濃度。



25

1.はじめに

宮崎大学農学部森林緑地環境科学科森林資源化学

研究室助教として2016年5月から赴任いたしました

津山 濯と申します。私の簡単な経歴は、2004年に

京都大学農学部森林科学科に入学し、2008年に卒業、

同年京都大学大学院農学研究科森林科学専攻に入学

しました。2010年に修士課程を修了し、同年博士後

期課程に進学しました。2011年4月から2013年3

月まで日本学術振興会特別研究員 （DC2）に採用さ

れた後、2014年に研究指導認定退学しました。2015

年3月に学位を取得しましたが、その間2014年4

月から2年間、地元石川県で公立高校の教諭として

勤務していました。今回の宮崎大学への赴任が、初

の九州生活になります。木材学会九州支部でこれか

ら大変お世話になりますが、どうぞよろしくお願い

申し上げます。

着任のご挨拶といたしまして、自己紹介をさせて

頂きたいと思います。

また、先の第67回日本木材学会大会において、多

くの方々のご支援のお陰で、第28回日本木材学会奨

励賞を頂くことができました。この場をお借りして、

ご推薦くださった宮崎大学農学部教授の亀井一郎先

生をはじめ、お世話になりました方々に深く感謝申

し上げます。受賞に至りました研究内容に関しても、

断片的にはなりますが少しご紹介させて頂きたいと

思います。

2.森林との出会い

もともと理科が好きで山登りなども好きだったの

ですが、森林の分野に進むことを決定づけたのは、

一冊の絵本でした。

「木を植えた男」

男は木を植えた。そして死んだーーなんてことの

ない、この絵本に出会ったのは小学3年生の頃でし

た。私の小学校では高学年向けの図書館に置いてあ

ったのですが、頁数もさほどなく、話も単純と感じ

た当時はその価値が分かりませんでした。

しかし中学生になり改めて手にして読んだ時、私

は衝撃を受けました。

男は、誰も住むことがなくなった荒野の中、何百

という種を蒔き、失敗を経ながらも、諦めずに木を

植えた。男の作り上げた森に誘われ、人々が戻

ってきた。そして男が死んだ後、多くの人々がその

地で豊かに暮らすようになった。しかし、森が男の

手によって作られたことを、知る人は誰もいないーー

たとえ誰も気づかなくても、絶え間ない努力によ

り、自分の死後もたくさんの人を幸せにする。そん

な男の生き方に感銘を受けた私は、とても単純に

「木を植える男になりたい」と考え、森林の分野に進

むことを決めました。

3.研究との出会い

勉強を進めていくうちに、単純に木を植えれば良

いという話でもないことが分かってきました。木を

植えないにせよ森に関わる仕事をし、それを世界の

発展と平和につなげることができたら、そこに結び

つくような根本的な研究ができたらと考えていまし

た。大学での研究室配属の時、生態学にも興味があ

りましたが、「目に見えないものを見るには、電子顕

微鏡の勉強しておかなければ」と考え、電子顕微鏡

の研究室である京都大学農学部の樹木細胞学分野を

希望し、ありがたく受け入れて頂きました。

配属後、高部圭司先生から提示されたのは、電子

顕微鏡とはまた異なるテーマでした。

着任のご挨拶

津山 濯

新会員紹介
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樹木細胞壁の主要構成成分であるリグニンの生合

成に関与する酵素の局在を、当時高部先生は免疫電

子顕微鏡法で明らかにしていました。すると、直接

の前駆物質として考えられているモノリグノールの

合成を触媒する酵素CADは、細胞質基質に局在する

ことが明らかになりました。重合に関与するペルオ

キシダーゼは細胞壁にありますので、モノリグノー

ルは細胞内から細胞壁へ輸送される必要があります。

そこでミクロソーム膜を使った生化学的輸送実験を

行うと、ポプラ分化中木部ではモノリグノール配糖

体であるコニフェリンがATP依存的に輸送されると

いうことが明らかになったのでした。その結果は当

時修士2回生の河合さんが出されたばかりだったの

ですが、就職されるということで、引き継ぐ学生を

探している、とのことだったのです。

電子顕微鏡が専門の、当時50歳を超えた高部先生

が、全く異なる分野の生化学実験に挑戦されている

ことに感銘を受け、「やります」と答えたのが、3回

生の終わりの頃でした。

4.研究の森

3月に修了間近の河合さんから2回ほど実験を習

う機会を得たのですが、それだけでは技を習得する

ことは困難でした。4月からは河合さんのデータの

再現性をとりながら卒業研究を行いましたが、結局

スピンカラムを使った輸送実験の会得にほぼ1年か

かりました。ポプラの生化学実験と並行して、高部

先生だけでなく同じ研究室の吉永先生や粟野先生の

ご協力の下、様々なサンプリングについて行き、

様々な樹種を試しました。

生化学実験や顕微鏡観察の他にも、かずさDNA研

究所に行き尾形さん （現 大阪府立大学）から共発

現解析の手法を教えて頂いたり、理学部に行って西

村先生と國枝さん （現 甲南大学）からシロイヌナ

ズナ変異体の実験手法を教えて頂いたり、農学部の

間藤先生と小林先生のところでBY-2細胞の組換え

を教えて頂いたりと、高部先生と議論しながらブレ

イクスルーを求めて様々な実験に挑戦しました。残

念ながら形にできていないことが大変心苦しいので

すが、様々な方にお世話になりながら挑戦し続けた

学生生活でした。

輸送に関していつも的確な議論をして頂きサポー

トして下さったのが、生存圏研究所の矢崎先生と士

反先生でした。特に士反先生 （現 神戸薬科大学）

には輸送実験の細かなところから大学院生活に関す

るところまで、たくさんお話をして頂きました。輸

送実験の内容は、矢崎先生とも何度も議論を重ね、

論文執筆に甚大なご協力をいただき、1本目の論文

となったのは博士課程4年目の春でした。

今後の進路について高校教師としての道を選択し

たのもその年でした。「木を植える男」になりたいと

思い森林の分野に進む一方で、人を育てる教育も、

自分の死後も多くの人々を幸せにできる可能性があ

るという点で、木を植えることと同じではないかと

考えています。修士までに取得した教員免許を手に、

地元石川県の教員採用試験を受け、公立高校の教諭

に採用されました。全く異なる環境でしたが、社会

人として重要なことをたくさん学ばせて頂いた2年

間でした。お世話になった数多くの先生、生徒たち

に、この場をお借りして、心より感謝いたします。

学位申請に必要な3本目の論文内容を高部先生と

議論し、投稿の手筈になったのは、勤め始めてから

でした。週末などを使って高部先生、矢崎先生に加

え農学部の高野先生にも議論をして頂き、学位取得

に至りました。その後も、やはり実験がしたいとい

う私に神戸薬科大学に移られた士反先生が声をかけ

て下さり、高部先生の部屋で週末に実験をさせて頂

きました。就職後も快く研究室を使わせて下さり、

休日のときも多くの議論をして下さった高部先生に

は、感謝しかありません。

研究も教育もできる大学の職をもしも頂けたら、

と公募に申請していた中、面接の連絡が来たのが宮

崎大学でした。

5.宮崎との出会い

宮崎大学での面接後、非常に幸運なことに助教の
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職を頂き、現在宮崎での生活を送っているところで

す。2年間研究の最前線から離れていましたので、

何とか追い付こうと必死にやっています。そんな私

をいつも教授の亀井先生がサポートして下さり、

日々議論をして下さります。また同じ学科の研究分

野が近い雉子谷先生も支えて下さり、大変ありがた

く感じています。

宮崎県はスギ素材生産量25年連続日本一であり、

宮崎には日本で最高の林産研究に適した現場があり

ます。また宮崎大学には生育樹種数が200を超える

多様性の高い演習林だけでなく、非常に感度の高い

LC-MS/MSや最新の電子顕微鏡などの良質な分析機

器もあり、さらにそれらを他学部でも利用できると

いう、人の近さがあります。現在同じ学科の先生だ

けでなく、様々な学科、学部の方々にお世話になり

ながら、充実した研究生活を送っています。

6.研究の内容

ここからは研究の内容をご紹介したいと思います。

特に先日2017年3月に開催された第67回日本木材

学会大会では、これまで行ってきた研究に対し第28

回日本木材学会奨励賞を賜り、大変光栄に存じます。

推薦して下さいました宮崎大学の亀井一郎教授をは

じめ、審査・選考にご尽力いただいた日本木材学会

の皆様に、改めてこの場をお借りして厚く御礼申し

上げます。

受賞対象となった研究は、既に少しご紹介したよ

うに、リグニン生合成の中でもほとんど明らかにな

っていない、リグニン前駆物質の輸送メカニズムを

解明しようとするものです。樹木細胞壁の主要構成

成分であるリグニンは、その前駆物質の細胞内での

生合成、細胞内から細胞外への輸送、細胞外での重

合の3段階により生合成されます。生合成、重合段

階については多数の研究がなされてきましたが、輸

送段階についてはほとんど知見がありません。モデ

ル植物のシロイヌナズナを用いた研究ではABCト

ランスポーターと呼ばれる種類のタンパク質を介し

たモノリグノールの能動的輸送が示されました1,2)が、

樹木における報告はありませんでした。

そこで様々な広葉樹として交雑ポプラと野生ポプ

ラ、針葉樹としてヒノキとアカマツ、それぞれの分

化中木部からミクロソーム膜画分を調製し、6種類

のリグニン前駆物質を用いた生化学的輸送実験を行

いました。すると、全ての樹種でコニフェリルアル

コール配糖体であるコニフェリンのATP依存的な輸

送活性が見られました。ポプラのコニフェリン輸送

についてさらに詳細に調べたところ、この輸送は非

常にコニフェリン特異的であることも示唆されまし

た。阻害剤を用いた詳細な解析により、このコニフ

ェリン輸送活性はV-ATPase依存的な輸送であり、不

連続ショ糖密度勾配法による分画膜を用いた実験に

より、液胞を代表とする細胞内膜系が関与すること

が示されました。驚くべきことに、これらの輸送メ

カニズムは広葉樹ポプラ、針葉樹ヒノキどちらにお

いても同様であることが明らかになりました。分化

中木部におけるコニフェリン輸送は樹木に広く保存

されたものであると考えられます3)。

コニフェリンが木化に利用される際には、コニフ

ェリンβ−グルコシダーゼによりコニフェリルアル

コールとグルコースに加水分解されることが必要に

なります。針葉樹ロッジポールパインではこのコニ

フェリンβ−グルコシダーゼが仮道管二次壁に局在

することが報告されていました4)が、広葉樹分化中

木部での局在については報告がありませんでした。

ポプラ分化中木部からタンパク質を抽出し生化学実

験を行ったところ、針葉樹の既報と同様、ポプラに

おいてもコニフェリンβ−グルコシダーゼが細胞壁

に局在する可能性が示されました5)。このことから

コニフェリンが細胞壁に供給され加水分解される可

能性が考えられます。

細胞壁へのコニフェリンの供給はトランスポータ

ーによる能動輸送の他に、細胞死後にコニフェリン

が拡散することも考えられます。コニフェリンの分

布を調べたところ、ヒノキ分化中木部のコニフェリ

ンは形成層よりも木部の分化が少し進行した辺りで

大量に存在し、その後木化に伴って急激に減少して
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いました。ヒノキにおいてコニフェリンは細胞死後

の拡散によってではなく、細胞が生きている間に木

化に利用される可能性が示されました。一方、広葉

樹ポプラ分化中木部ではコニフェリンはほとんど検

出されず、シナピルアルコールが分布することが示

唆されました6)。

以上のように、分化中木部においてリグニン前駆

物質が細胞内から細胞壁に輸送されるメカニズムは、

細胞死後などの受動的な拡散ではなく、輸送タンパ

ク質を介した能動輸送であることが強く示唆されま

した。針葉樹と広葉樹では共通したコニフェリンの

輸送と加水分解メカニズムが存在するものの、その

分布が異なることは、進化の過程を反映しているの

かもしれません。

宮崎大学では亀井先生が担子菌の研究を精力的に

進められており、私もその勉強に励んでいます。ま

た九州ではタケが多いため、その更なる有効活用に

向けてタケを用いた研究も進めています。ごく最近、

トウチクの成長過程におけるリグニン構造の変化と

リグニン前駆物質の分布を明らかにしました7)。こ

れらの知見はタケにおける木化過程の解明や、成長

時期別のタケの有効活用に結びつく可能性がありま

す。今後もリグニン生合成を含む木質形成メカニズ

ムの解明と、木質資源の利活用に向け精進する所存

ですので、一層のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ

ます。研究を通じて、お世話になっている方々や宮

崎に、さらには九州、木材学会に恩返しをしていけ

たらと思います。

最後になりましたが、日本木材学会奨励賞の対象

となった研究課題を下さり、長年にわたるご指導を

賜りました京都大学高部圭司先生、沢山の議論とご

指導を下さいました京都大学矢崎一史先生、高野俊

幸先生、実験を日々ご支援いただきました京都大学

吉永新先生、粟野達也先生、神戸薬科大学士反伸和

先生、現在日々ご支援下さる宮崎大学亀井一郎先生、

雉子谷佳男先生をはじめ、お世話になりました方々

に、心より感謝申し上げます。
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［編集後記］

木科学情報第24巻2号をお届けします。前任の清水先生より編集業務を引き継ぎました。な

にとぞよろしくお願い申し上げます。

巻頭言は、新支部長の堤先生に 3月に九大箱崎キャンパスおよびアクロス福岡で開催された

第 67回日本木材学会大会 （福岡大会）の報告も兼ねてご執筆いただきました。昨今、関係者

の業務が多忙化するなかで引き続き支部が高いアクティビティを維持してい くためには支部

業務の効率化は欠かせません。リーダーシップの発揮よろしくお願いします。執行部便りは、

9月に開催される第 24回日本木材学会九州支部大会 （福岡）について実行委員長の渡辺先生に

ご案内いただきました。今大会から発表 ・参加申し込みは支部ホームページを通じて行うこと

になります。最初ですのでスムーズに行かないこともあるかもしれません。ご理解の うえ

奮ってご参加下さい。総説は、宮崎大学の雉子谷先生にスギの木部形成と植物ホルモンの関係

についてご執筆いただきました。植物ホルモンが材形成にどのように作用しているかはこれ

まで実験や分析が難しいこともあってなかなか手をだせないテーマでしたが、スギを中心に

徐々に明らかになりつつあることが理解できました。今後の成果も楽しみにしています。ミ

ニレビューは、博士号取得後間もない岸川博士から、オリーブオイル搾油残さに含まれる有用

成分の探索の研究を紹介していただきました。日常なにげなく使っているオリーブオイルの

収率がそんなに低かったとは驚きでした。今後の活躍を期待しています。昨年 5月に九州支部

の新会員となられた宮崎大学の津山先生からご挨拶いただきました。初めての九州の地でま

さしく 「木を植える男」として教育研究はもちろん支部の活動にもご助力いただければ幸いに

存じます。

最後に、お忙しいなかご執筆いただいた方々に厚くお礼申し上げます。引き続き皆さまのご

協力を宜しくお願いします。 古賀 信也

［各種問い合わせ先］

●支部全般に関わること （総務 ：巽 大輔）

E-mail:tatsumid@agr.kyushu-u.ac.jp Tel/Fax:092-642-2998
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E-mail:shimizu@agr.kyushu-u.ac.jp Tel/Fax:092-642-3002

●木科学情報に関わること （編集 ：古賀 信也）
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●支部ホームページ
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